
一般の部
◆文 芸 祭 賞
　　　児童文学　松本　考司（高山市国府町）

◆江夏美好賞　該当者なし
◆高山市長賞
　　　小　　説　  木下喜代男（高山市三福寺町）

　　　俳　　句　 中西　亮太（東京都文京区）

◆高山市議会議長賞
　　　小　　説　片岡　和代（高山市名田町）

　　　現 代 詩 　芝原　　靖（高山市清見町）

　　　短　　歌　後藤　洋子（高山市片野町）

◆高山市教育長賞
　　　随　　筆　田中　和江（飛騨市古川町）

　　　評　　論　門前　吉之（高山市三福寺町）

◆一般社団法人高山市文化協会長賞
　　　小　　説　淵川　　襄（高山市朝日町）

　　　短　　歌　牛丸　照子（高山市国府町）

　　　短　　歌　武藤　久美（高山市七日町）

　　　俳　　句　志田　　成（可児市）

　　　俳　　句　大滝　篤子（高山市丹生川町）

　　　随　　筆　天木　淑子（高山市西之一色町）

　　　戯　　曲　蒲池　和子（高山市一之宮町）

　　　児童文学　中山陽二郎（高山市清見町）

　　　現 代 詩　山附　純一（高山市国府町）

　　　　　　　　青少年の部
◆青 竜 大 賞　
　　　短　　歌　岡田　千佳（吉城高校3年）

◆青　竜　賞
　　　俳　　句　井上　実咲（神岡高校3年）

　　　俳　　句　中島　咲音（神岡高校2年）

　　　俳　　句　井上　歩香（神岡高校1年）

　　　俳　　句　柚原　一穂（吉城高校3年）

　　　俳　　句　岩塚　紗都（吉城高校1年）

　　　短　　歌　井上　実咲（神岡高校3年）

第46回 飛騨文芸祭入賞者決まる

表彰式：令和5年1月1日（日） 
新年市民互礼会場にて（会場：ひだホテルプラザ）
※青少年の部の表彰は別途行います。

　
喜
代
志
松
治
は
、
昭
和
四
年
高

山
市
片
原
町
に
生
ま
れ
、
父
は
印

籠
作
り
の
職
人
で
し
た
。

　
本
人
は
伝
統
的
な
一
位
一
刀
彫

や
印
籠
職
人
を
嫌
い
、
自
由
な
表

現
の
出
来
る
抽
象
彫
刻
作
家
に
向

か
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
二
十
七
歳
の
時
、
二
科
展
の
彫

刻
展
に
初
出
品
し
入
選
し
ま
し

た
。
そ
の
後
毎
年
同
展
に
出
品
し

一
九
六
六
年
に
「
二
科
展
特
選
」、

同
七
十
年
二
科
会
会
友
と
な
り
そ

の
後
岐
阜
県
彫
刻
部
審
査
員
と
な

り
色
々
活
躍
し
ま
し
た
。

　
高
山
市
展
等
も
創
立
当
初
よ
り

活
躍
し
て
い
ま
す
。
作
品
は
大
き

く
広
い
壁
面
彫
刻
な
ど
が
多
く
公

「
岡
目
一
目
」

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

（順不同）

　
～
六
日
（
日
）
午
前
九
時
～
午

　
後
五
時
（
最
終
日
午
後
四
時
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
各
階

◇
入
場
無
料

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト 

Vol.‌

32

◇
日
時
　
十
二
月
十
一
日
（
日
）

　
午
後
開
催
（
予
定
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

飛
騨
書
道
連
盟 

書
道
展

◇
日
時
　
十
月
十
三
日
（
木
）
～

　
十
四
日
（
金
）
午
前
九
時
～
午

　
後
五
時
（
最
終
日
午
後
四
時
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
四
階
大
会
議
室

◇
入
場
無
料

第
六
十
七
回 

高
山
市
美
術
展
覧
会

◇
日
時 

十
一
月
三
日
（
木
・
祝
）

戦後飛騨高山に現代彫刻を広めた人  
喜代志松治

東　勝廣

共
建
築
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
ま

す
。

　
公
募
作
品
に
は
立
体
的
な
作
品

が
色
々
な
形
で
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。

［
主
な
作
品
］

陶
壁
　
金
沢
第
二
合
同
庁
舎

陶
壁
　
虹
と
太
陽
　
名
古
屋
国     

　
　
　
税
局
総
合
庁
舎

陶
壁
　
蒲
郡
市
立
体
育
館

壁
彫
　
長
野
県
上
田
市
図
書
館

壁
彫
　
中
津
川
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

壁
彫
　
下
呂
温
泉
山
形
屋
ロ
ビ
ー

壁
彫
　
馬
瀬
の
川
波
　
馬
瀬
村
公

　
　
　
民
館

壁
彫
　
名
古
屋
ス
バ
ル
本
社
ビ
ル

壁
彫
　
名
古
屋
サ
ン
プ
ラ
ザ

壁
彫
　
神
の
道
　
建
設
省
高
山
国

　
　
　
道
工
事
事
務
所

壁
彫
　
愛
知
県
足
助
町
公
民
館
ホ

　
　
　
ワ
イ
エ

80

　
た
か
や
ま
菊
花
会
で
は
、
高
山

市
文
化
協
会
と
共
に
、
毎
年
菊
花

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
例
年
参
加
し
て
い
る
熟
練
者
は

も
ち
ろ
ん
、
春
か
ら
実
施
し
て
い

る
初
心
者
講
座
参
加
者
も
、
三
本

立
て
、
福
助
作
り
、
盆
栽
づ
く

り
、
懸
崖
菊
な
ど
様
々
な
菊
を
育

て
、
菊
花
展
に
向
け
準
備
し
て
い

ま
す
。

　
秋
の
佳
き
日
、
会
員
が
手
塩
に

か
け
て
育
て
た
菊
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　「
火
事
は
最
初
の
五
分
、
選
挙

は
最
後
の
五
分
」
が
勝
負
と
言
わ

れ
る
。

　
激
し
い
闘
い
の
市
長
と
市
議
の

補
欠
二
名
の
選
挙
が
終
わ
っ
た
。

新
し
い
「
高
山
ど
の
」
の
下
に
、

新
し
い
御
家
人
衆
が
居
る
。
現
代

の
御
家
人
衆
は
十
三
人
で
は
な

い
。
全
市
民
で
あ
る
。

　
徳
川
脱
走
軍
が
北
海
道
に
渡
り

蝦
夷
（
え
ぞ
）
共
和
国
を
作
っ
た

時
に
、
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
選
挙

と
言
わ
ず
入
れ
札
と
言
っ
た
。
総

投
票
数
八
百
六
十
五
票
の
内
、
榎

本（
え
の
も
と
）武
揚（
た
け
あ
き
）

が
百
五
十
六
票
で
総
裁
。
新
選
組

の
土
方
歳
三
は
六
位
で
七
十
三
票

だ
っ
た
。
こ
の
時
投
票
で
き
た
の

は
、
士
官
以
上
の
軍
人
の
み
。
住

民
は
無
し
。

　
明
治
で
議
会
が
出
来
て
も
、
選

挙
権
の
あ
る
人
は
税
金
を
払
っ
て

い
る
男
子
の
み
。
つ
ま
り
金
持
ち

の
男
性
に
し
か
投
票
権
は
無
か
っ

た
。
昔
は
。

　「
ど
う
せ
俺
の
た
っ
た
一
票
な

ん
か
意
味
な
い
」
は
間
違
い
。
例

え
負
け
た
方
に
入
れ
た
一
票
で

も
、
よ
り
よ
い
明
日
の
社
会
の
た

め
に
は
、
貴
重
な
意
思
表
示
の
一

票
な
の
で
す
。
勝
っ
た
人
の
た
め

に
も
な
る
一
票
で
す
。

　
火
事
と
選
挙
に
は
常
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

                  

〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

新年を祝う「市民互礼会」を下記の通り開催します。市民の方
ならどなたでも参加いただけます。各団体の新年の顔合わせ
も兼ねて、是非ご参加ください。
併せて飛騨文芸祭・一般の部の表彰式を行います。文芸祭に
応募いただいた皆様の参加をお待ちしています。

◇日　時　令和5年1月1日（日）　午前11時～
◇会　場　ひだホテルプラザ
◇会　費　7,500円 
◇申込み　11月30日（水）までに、ハガキ、FAX、又はHPより
〒506-0053高山市昭和町1-188-1（一社）高山市文化協会

（FAX）0577-34-6877
（H  P） http://www.takayama-
bunka.org/ky/goreikai/index.html

令和5年

新年市民互礼会のご案内

［
会
期
・
会
場
］

◇
第
一
期
　
十
月
二
十
二
日（
土
）

　
～
十
一
月
六
日
（
日
）　
櫻
山

　
八
幡
宮

◇
第
二
期
　
十
一
月
八
日
（
火
）

　
～
十
一
月
十
三
日
（
日
）　
文

　
化
会
館

飛
騨
洋
舞
家
協
会
バ
レ
エ
合
同
発
表
会

　
飛
騨
洋
舞
家
協
会
で
は
、
高
山

市
文
化
協
会
と
共
に
、
加
盟
し
て

い
る
バ
レ
エ
教
室
の
合
同
発
表
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
そ

れ
ぞ
れ
個
別
の
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
披
露
し
、
関
係
者
の
み
が

観
覧
で
き
る
形
式
で
し
た
が
、
今

年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
制
限
も
緩

和
さ
れ
た
た
め
、
一
般
の
方
も
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
四
つ
の
バ
レ
エ
教
室

が
、
そ
れ
ぞ
れ
レ
ッ
ス
ン
の
成
果

を
披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◇
日
時
　
十
一
月
三
日
（
木
・
祝
）

　
午
後
二
時
三
十
分

◇
会
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

壁
彫
　
清
見
村
ウ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム

壁
彫
　
高
山
日
赤
看
護
学
校

壁
彫
　
歴
史
の
流
れ
　
伊
那
市
立

　
　
　
図
書
館

壁
彫
　
太
陽
と
歯
車
　
高
山
市
役

　
　
　
所
議
場

立
体
彫
刻
　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
　
蒲

　
　
　
　
　
郡
市
立
図
書
館

飛
翔
　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
　
高
山
市

　
　
　
立
中
山
競
技
場

　
作
品
は
多
く

の
場
所
に
あ
る

が
、
喜
代
志
松

治
氏
の
作
風
は

「
木
」
の
持
つ

魅
力
を
生
か
し

た
作
家
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

高
山
～
名
古
屋

間
を
毎
週
通

い
、
多
く
の
特

に
女
性
達
の
木

彫
作
家
を
育
て

ま
し
た
。

　
本
人
は
若
い

喜代志松治氏

高山市役所議場の木彫
「太陽とはぐるま」
喜代志松治 作　
小島政一 漆工

飛騨の木と春慶塗を用いた
レリーフで、天然木をふんだ
んに使用した高山市議会の
象徴的な作品です。

木彫壁画を制作した愛知県足助町施設で

ワンコイン500円で映画を楽しめます
！ ワンコインシネマ

プレイガイド 高山市民文化会館と当日会場入口

高山市民文化会館小ホール

ワンコインシネマ共通チケット好評販売中

全席自由 500円（ワンコインシネマ1回券）

● 市民文化芸術鑑賞事業 ●

新型コロナウイルス感染予防のため、入場制限を行う場合があります。

土10 8 ①午前10時～②午後2時～
（開場各回30分前）

　
　
2021年・106分 日本語音声・字幕なし

©2021 「大コメ騒動」 製作委員会

大正7年8月。富山の海岸に住むおか
か（女房）たちは、どんどん上がるコメ
の価格に頭を悩ませていた。おかかた
ちは、近くの米屋にコメを安く売ってく
れと嘆願に行くが失敗。コメの価格は
ますます高騰し、ある事故をきっかけに
我慢の限界を迎えたおかかたちはつ
いに行動に出る。出演：井上真央、夏
木マリ他。

大コメ騒動

http://takayama-bunka.org/
fa/20221008daikome.html

土11 5 ①午前10時～②午後2時～
（開場各回30分前）

　
　
2020年・115分 英語音声・日本語字幕

Photo by Melissa Lukenbaugh, Courtesy of A24

農業での成功を目指し、家族を連れて
アーカンソー州の高原に移住してきた
韓国系移民ジェイコブ。荒れた土地と
ボロボロのトレーラーハウスを目にした
妻モニカは不安を抱くが、しっかり者の
長女と心臓を患う好奇心旺盛な弟
は、新天地に希望を見いだす。しかし、
農業が思うように上手くいかず追い詰
められ、思わぬ事態が降りかかる…

ミナリ

http://takayama-bunka.org/
fa/20221105minari.html

昨年の三本仕立ての菊 菊花会初心者講座の様子

昨年の懸崖菊

昨年の盆栽菊

頃
よ
り
ピ
カ
ソ
を
崇
拝
し
て
い

て
、
何
時
も
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を

持
ち
歩
き
、
何
か
思
い
つ
く
と
色

鉛
筆
で
ピ
カ
ソ
に
似
た
絵
を
画
い

て
い
ま
し
た
。

　
私
生
活
の
方
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、

自
分
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ん
か
も

日
本
人
離
れ
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り

何
か
飛
騨
の
人
と
云
う
よ
り
チ
ベ

ッ
ト
か
モ
ン
ゴ
ル
の
人
の
よ
う
な

感
じ
で
、
何
か
に
つ
け
て
独
自
性

の
強
い
面
白
い
作
家
で
し
た
。

　
古
い
保
守
的
な
飛
騨
地
方
に
彫

刻
革
命
を
起
こ
し
た
人
と
言
え
ま

す
。

　
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日
逝

去
。
八
十
七
歳
。


